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(57)【要約】
【課題】密閉されたスラブ上空間内で内壁解体等の作業
を行なう場合において、その作業環境の改善を図ること
ができるようにした建築物の換気装置を提供することで
ある。
【解決手段】地上に設置されたブロワ１２の駆動により
各階のスラブ２を貫通する送気ダクト１１内に屋外の新
鮮エアを押込み送風し、その送気ダクト１１の噴射筒部
１９から内壁３の解体を行なうスラブ上空間の中央部に
向けて新鮮エアを噴射する。その噴射エアにより解体等
の作業時に発生する浮遊物をスラブ上空間の中央部に移
行させ、上記スラブ上空間の中央部の汚染エアを吸引ダ
クト３２で吸引して集塵機３５に送り込み、新鮮エアと
汚染エアの置換により作業を行なうスラブ上空間の作業
環境を改善する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層階建築物のスラブ上空間の外壁内面側からスラブ上空間の中央部に向けて屋外の新
鮮なエアを噴射し、前記スラブ上空間の中央部に移行するエアを吸引して地上に設置され
た集塵機に移送し、その集塵機によりエア中に含まれる異物を分離捕集し、浄化されたエ
アを外部に排出させるようにした建築物の換気方法。
【請求項２】
　多層階建築物の各階のスラブ上空間における外壁内面側からスラブ上空間の中央部に向
けて外部の新鮮なエアを噴射する複数のエア送風手段と、前記スラブ上空間の中央部から
エアを吸引して地上に設置された集塵機に移送するエア吸引手段とからなり、前記集塵機
によりエア中の異物を分離捕集して、浄化されたエアを外部に排出するようにした建築物
の換気装置。
【請求項３】
　前記エア送風手段が、多層階建築物の各階のスラブを貫通する送気ダクトと、その送気
ダクトの地上に位置する端部に接続されて、屋外の新鮮なエアを送気ダクト内に押込み送
風するブロワとを有し、前記送気ダクトに各階のスラブ上空間の中央部に向けてエアを噴
射する噴射筒部を設け、その噴射筒部のエア噴射口部内に開閉自在のダンパを設けた構成
からなる請求項２に記載の建築物の換気装置。
【請求項４】
　前記エア吸引手段が、各階のスラブの中央部に資材運搬口を略同軸上に形成し、最上階
のスラブ上に吸引ダクトを設け、その吸引ダクトに前記最上階のスラブに形成された前記
資材運搬口内に挿入されて下向きの吸引口が最上階のスラブ上空間内に配置される吸引筒
部を設け、前記吸引ダクトの端部に集塵機を接続し、その集塵機に吸引用ブロワを接続し
た構成からなる請求項２又は３に記載の建築物の換気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、建築物の換気方法および換気装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地下部を有する多層階建築物の老朽化による解体に際し、建物全体を解体すると、地盤
の弛みによって隣接する多層階建築物に傾きが生じる等の問題が発生するおそれがあるた
め、近年では、地上階部分のみを解体し、残された地下部は内壁のみを解体して改修し、
かつ、増杭により基礎部の強化を図り、その地下部の上に新しい多層階建築物を建てると
いう工法が採用されるに至っている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記のような建築物の地下部の改修においては、密閉されたスラブ上空間内
で内壁の解体作業を行なう必要があるため、解体時に多量の粉塵が舞い上がって作業環境
が著しく悪くなり、その作業環境の改善が要望されている。
【０００４】
　また、多層階建築物の新築工事においても型枠の解体等の作業時に粉塵が舞い上がって
作業環境が著しく悪くなり、その作業環境の改善が要望されている。
【０００５】
　この発明の課題は、密閉されたスラブ上空間内での解体等の各種の作業を行なう場合に
おいて、その作業環境の改善を図ることができるようにした建築物の換気方法および換気
装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記の課題を解決するため、この発明に係る建築物の換気方法においては、多層階建築
物のスラブ上空間の外壁内面側からスラブ上空間の中央部に向けて屋外の新鮮なエアを噴
射し、前記スラブ上空間の中央部に移行するエアを吸引して地上に設置された集塵機に移
送し、その集塵機によりエア中に含まれる異物を分離捕集し、浄化されたエアを外部に排
出させるようにした構成を採用したのである。
【０００７】
　上記のように、スラブ上空間内の外周部から中央部に向けて屋外の新鮮なエアを噴射す
ることにより、内壁解体等の作業時に発生する粉塵等の浮遊物は噴射エアの流れに乗って
スラブ上空間の中央部に移行し、そのスラブ上空間の中央部のエアを吸引して地上に設置
された集塵機に送り込むことによって、スラブ上空間内の汚染エアは新鮮なエアと直ちに
置換されることになり、作業環境を著しく向上させることができる。
【０００８】
　上記の課題を解決するために、この発明に係る建築物の換気装置においては、多層階建
築物の各階のスラブ上空間における外壁内面側からスラブ上空間の中央部に向けて外部の
新鮮なエアを噴射する複数のエア送風手段と、前記スラブ上空間の中央部からエアを吸引
して地上に設置された集塵機に移送するエア吸引手段とからなり、前記集塵機によりエア
中の異物を分離捕集して、浄化されたエアを外部に排出するようにした構成を採用したの
である。
【０００９】
　ここで、エア送風手段として、多層階建築物の各階のスラブを貫通する送気ダクトと、
その送気ダクトの地上に位置する端部に接続されて、屋外の新鮮なエアを送気ダクト内に
押込み送風するブロワとを有し、前記送気ダクトに各階のスラブ上空間の中央部に向けて
エアを噴射する噴射筒部を設け、その噴射筒部のエア噴射口部内に開閉自在のダンパを設
けた構成からなるものを採用することにより、上記ダンパの開閉によって、内壁解体等の
各種の作業を行なうスラブ上空間内にのみ新鮮なエアを多量に送り込むことができ、上記
スラブ上空間の作業環境を効果的に改善することができると共に、エネルギの無駄な消費
を抑制することができる。
【００１０】
　また、エア吸引手段として、各階のスラブの中央部に資材運搬口を略同軸上に形成し、
最上階のスラブ上に吸引ダクトを設け、その吸引ダクトに前記最上階のスラブに形成され
た前記資材運搬口内に挿入されて下向きの吸引口が最上階のスラブ上空間内に配置される
吸引筒部を設け、前記吸引ダクトの端部に集塵機を接続し、その集塵機に吸引用ブロワを
接続した構成からなるものを採用することにより、最上階のスラブ上空間以外のスラブ上
空間での内壁解体等の作業時に発生する粉塵等の浮遊物は資材運搬口を介して最上階のス
ラブ上空間内に移行し、そのスラブ上空間から集塵機に送り込まれることになる。
【００１１】
　このため、最上階のスラブ上空間以外のスラブ上空間での内壁解体等の作業においても
、そのスラブ上空間の作業環境の改善を図ることができる。また、吸引ダクトは最下階の
スラブ上空間内まで延設する必要がないため、吸引通路長の短い吸引ダクトを採用するこ
とができ、設備コストの低減を図ることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　上記のように、この発明においては、内壁解体等の作業を行なうスラブ上空間内に屋外
の新鮮なエアを送り込み、スラブ上空間の中央部に移行する汚染エアを吸引して地上に設
置された集塵機に送り込むようにしたので、スラブ上空間内の汚染エアを新鮮なエアと直
ちに置換することができ、作業環境を著しく向上させることができる。
【００１３】
　また、集塵機によって汚染エアに含まれる異物を分離捕集し、浄化されたエアを外部に
排出させるようにしたので、建築物の周囲が汚染されるようなこともなく、公害問題を発
生させるようなことはない。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基いて説明する。図１および図２は、地上階部分
が解体された多層階建築物Ａの地下部分を示し、外壁１および１階乃至地下各階のスラブ
２が残されている。図１および図２においては、その地下部分の各階のスラブ上空間Ｂ１

乃至Ｂ４の内壁３を解体する際の換気装置を示している。
【００１５】
　図示のように、換気装置は、各階のスラブ上空間Ｂ１乃至Ｂ４における外壁１内面側か
らそれぞれのスラブ上空間Ｂ１乃至Ｂ４の中央部に向けて外部の新鮮なエアを噴射する複
数のエア送風手段１０と、上記スラブ上空間Ｂ１乃至Ｂ４の中央部からエアを吸引して地
上に輸送し、その吸引エアに含まれる異物を分離捕集して、浄化されたエアを外部に排出
するエア吸引手段３０とからなっている。
【００１６】
　エア送風手段１０は、送気ダクト１１と、その送気ダクト１１内に屋外の新鮮なエアを
押込み送風するブロワ１２とを有している。送気ダクト１１は最下階のスラブ２を除く各
階のスラブ２に形成された貫通孔１３に挿通され、図５および図６に示す固定具１４によ
って安定化が図られている。
【００１７】
　ここで、固定具１４は、座板１５の上面に円筒部１６を設けた２つ割りの支持体１４ａ
、１４ｂからなり、その２つ割り支持体１４ａ、１４ｂの円筒部１６を送気ダクト１１に
ねじ止めして円形に組み合わせ、上記円筒部１６の両端および座板１５の対向端に設けた
外向きの連結片１７をボルト１８の締め付けにより連結して２つ割り支持体１４ａ、１４
ｂを結合し、その２つ割り支持体１４ａ、１４ｂの座板１５をスラブ２により支持して送
気ダクト１１の安定化を図るようにしている。
【００１８】
　図２に示すように、送気ダクト１１の地上に位置する上端には１階スラブ２の上面で支
持されたブロワ１２が接続されている。また、送気ダクト１１には、各階のスラブ上空間
Ｂ１乃至Ｂ４の中央部に向けてエアを噴射する噴射筒部１９が設けられ、各噴射筒部１９
のエア噴射口部内に開閉自在のダンパ２０が組込まれている（図３及び図４参照）。
【００１９】
　図２に示すように、エア吸引手段３０は、各階のスラブ２の中央部に資材運搬口３１を
略同軸上に形成し、１階のスラブ２の上側に吸引ダクト３２を設け、その吸引ダクト３２
に設けられた複数の吸引筒部３３を１階のスラブ２に形成された資材運搬口３１内に挿入
して下向きの吸引口３４を地下１階のスラブ上空間Ｂ１内に配置している。また、吸引ダ
クト３２の端部に集塵機３５を接続し、その集塵機３５に吸引用ブロワ３６を接続して、
上記ブロワ３６の駆動により、地下１階のスラブ上空間Ｂ１内のエアを吸引するようにし
ている。
【００２０】
　ここで、集塵機３５は乾式のものであってもよいが、フィルタが早期に目詰まりして、
そのフィルタの洗浄を頻繁に行なう必要が生じるため、湿式のものを用いるのが好ましい
。
【００２１】
　実施の形態で示す換気装置は上記の構造からなり、いま、例えば、地下１階のスラブ上
空間Ｂ１の内壁３の解体に際しては、送気ダクト１１に設けられた複数の噴射筒部１９の
うち、地下１階のスラブ上空間Ｂ１内に配置された噴射筒部１９の噴射口部内に組込まれ
たダンパ２０を開放し、残りの噴射筒部１９の噴射口部内に組込まれたダンパ２０を閉鎖
した状態で、エア送風手段１０のブロワ１２およびエア吸引手段３０のブロワ３６を駆動
する。
【００２２】
　エア送風手段１０のブロワ１２の駆動により、屋外の新鮮なエアが送気ダクト１１の内
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部に押込み送風され、その新鮮エアが噴射筒部１９から地下１階のスラブ上空間Ｂ１の中
央部に向けて噴射される。
【００２３】
　このため、内壁３の解体によって発生する粉塵等の浮遊物は上記噴射筒部１９から噴射
される新鮮なエアの流れに乗って地下１階のスラブ上空間Ｂ１の中央部に向けて移行する
。
【００２４】
　一方、エア吸引手段３０のブロワ３６の駆動により、吸引ダクト３２内に吸引力が負荷
され、吸引筒部３３の吸引口３４に負荷される吸引力によって地下１階のスラブ上空間Ｂ

１の中央部の汚染エアが上記吸引筒部３３から吸引ダクト３２内に吸引されて集塵機３５
に送り込まれる。
【００２５】
　このように、送気ダクト１１から内壁３の解体を行なうスラブ上空間Ｂ１内に屋外の新
鮮なエアを送り込み、スラブ上空間Ｂ１の中央部に移行する汚染エアを吸引ダクト３２で
吸引して地上に設置された集塵機３５に送り込むことにより、スラブ上空間Ｂ１内の汚染
エアは新鮮なエアと直ちに置換されることになり、作業環境が著しく改善されることにな
る。
【００２６】
　ここで、吸引ダクト３２から集塵機３５に汚染エアを送り込むと、集塵機３５は汚染エ
アに含まれる異物を分離除去し、浄化されたエアを外部に排出する。このため、周囲が汚
染されるようなことはなく、公害問題を発生させるようなことはない。
【００２７】
　地下１階のスラブ上空間Ｂ１以外のスラブ上空間Ｂ２乃至Ｂ４の内壁３の解体に際して
は、解体作業を行なうスラブ上空間に配置された噴射筒部１９のダンパ２０を開放し、残
る複数の噴射筒部１９のダンパ２０を閉鎖して、解体作業を行なうスラブ上空間の内部に
のみ屋外の新鮮なエアを送り込むようにする。
【００２８】
　その新鮮なエアの送り込みによって内壁解体時に発生する浮遊物を含む汚染エアがスラ
ブ上空間の中央部に移行し、各階のスラブ２に形成された資材運搬口３１から地下１階の
スラブ上空間Ｂ１内に移行し、そのスラブ上空間Ｂ１から吸引ダクト３２内に吸引されて
集塵機３５に送り込まれ、解体作業を行なうスラブ上空間においては汚染エアと新鮮エア
の置換が行なわれて、作業環境が改善される。
【００２９】
　このように、地下１階のスラブ上空間Ｂ１以外のスラブ上空間Ｂ２乃至Ｂ４での内壁解
体作業においても、そのスラブ上空間Ｂ２乃至Ｂ４の汚染エアは地上に設けられた吸引ダ
クト３２に吸引されるため、吸引ダクト３２は最下階のスラブ上空間Ｂ４内まで延設する
必要がないため、吸引通路長の短い吸引ダクト３２を採用することができ、設備コストの
低減を図ることができる。
【００３０】
　実施の形態においては、内壁の解体を行なう地下部のスラブ上空間の換気を例にとって
説明したが、換気を行なう建築物は解体用建築部に限定されるものではない。例えば、新
築用の多層階建築物であってもよい。新築用の多層階建築物の換気に際しては、屋上にエ
ア送風手段１０のブロワ１２やエア吸引手段３０を設け、地上に集塵機３５を設置して、
各階のスラブ上空間の換気を行なうようにする。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】この発明に係る建築物の換気装置の実施の形態を示す横断平面図
【図２】図１のII－II線に沿った断面図
【図３】送気ダクトに設けられた噴射筒部を示す正面図
【図４】図３の右側面図
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【図５】送気ダクトの支持部を示す断面図
【図６】図５のVI-VI線に沿った断面図
【符号の説明】
【００３２】
Ｂ１乃至Ｂ４　スラブ上空間
２　　スラブ
１０　エア送風手段
１１　送気ダクト
１２　ブロワ
１９　噴射筒部
２０　ダンパ
３０　エア吸引手段
３１　資材運搬口
３２　吸引ダクト
３３　吸引筒部
３４　吸引口
３５　集塵機
３６　ブロワ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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